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１．概要（Summary） 

新しい医薬品の開発ツールとして、微細加工技術とヒト

由来の細胞組織を用いてヒト体内の環境を生体外で模倣

する「MPS（Micro Physiological Systems）」の研究が

世界的に進んでいる。これまでに我々は、心筋―肝臓が

んを搭載した Body on a chipでの経時的な心毒性評価

を目指して、心筋細胞の伸縮を阻害しない柔軟な微小電

極アレイ（MEA: Micro-electrode array）をマイクロ流体

デバイスに集積するプロセスを開発した。京都大学ナノテ

クノロジーハブ拠点の設備を利用して作製したマイクロ流

体デバイスを Fig. 1 に示す。本研究では、作製した微小

電極アレイの性能をセルテストシステムで評価した結果に

ついて報告する。 

 

Fig. 1 Photo of the fabricated device. 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

パリレン成膜装置、セルテストシステム 

【実験方法】 

PDMS 製の多層マイクロ流体デバイス構造は、上から

順に「灌流層（PDMS）」、「MEA 層（PDMS・金・パリレ

ン）」、「マイクロポンプ用制御層（PDMS）」で構成され、3

層をアライメント接合して作製した。 

次にMEA部にPBS（リン酸緩衝生理食塩水，pH7.4）

を滴下して，インピーダンス測定を行った．参照電極と対

電極を MEA 部に固定，電極パッド部にマイクロプローブ

を当て，セルテストシステム（マルチスタット 1470E 型／

周波数応答アナライザ 1260 型，Solartron Analytical）

で計測した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

直径 80 µm の 7 つの Au 電極のインピーダンスの平

均値は，48.2±6.4 kΩ（測定周波数：1 kHz）であった

（Fig. 2）。この値は先行研究で報告されているMEA とほ

ぼ同等の値を示しているため、当該デバイスで心筋細胞

の FPを検出できる可能性がある。 

今後は本デバイスを用いて、心筋と肝臓の細胞組織を

培養したのちに、抗がん剤の副作用による心毒性を経時

的にモニタリングできることを実証する実験を計画している。 

 

 

Fig. 2 Magnitude of impedance. 
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